
1 

 

                                                                                                                                 

第３１回標茶町農業委員会総会会議録 

 

                       開催年月日 平成２８年１０月２４日（月曜日）

開催場所  標 茶 町 役 場 議 場 

○議 事 日 程      

第 １ 会議録署名委員の指名について        

第 ２ 会期決定について 

第 ３ 会務報告 

第 ４ 報告第 ９１号 農用地の賃貸借に係る合意解約について           ２件 

 第 ５ 報告第 ９２号 農用地利用関係調整・あっせん申出に係る 

あっせん委員の指名について                ２件

第 ６ 報告第 ９３号 農用地譲渡申出に係るあっせん結果について         １件 

 第 ７ 議案第１４３号 現況証明願について                    １件 

 第 ８ 議案第１４４号 農業振興地域整備計画の変更について            ２件 

第 ９ 議案第１４５号 農地法第３条の規定による許可申請について         ３件 

 第１０ 議案第１４６号 農用地利用集積計画の作成の要請について          ９件 

 

 

 

○出席委員（１４名） 

    １番 橘  澄子 君   ２番 熊谷 英二 君   ３番 甲斐やす子 君 

   ４番 高松 俊男 君   ５番 阿部 康 君   ６番 髙橋 政寿 君    

   ８番 佐藤  肇 君   ９番 武藤 利勝 君  １０番 大泉 義明 君 

  １１番 佐藤 市 君  １２番 澁谷  洋 君  １４番 嶋中  勝 君 

  １５番 鈴木 義次 君  １６番 佐日出夫 君 

 

○議事参与の制限を受けた委員（ ０名） 

     

○欠席委員（ ２名） 

    ７番 笛木 眞一 君  １３番 山本 志伸 君 

     

○その他出席者 

事務局長 村山 裕次 君         振興係長 若松  務 君         

主  任 高橋  望 君         主  事 湊谷 省吾 君 
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（会長 佐日出夫君、議長席に着く。） 

 

◎開会の宣告 

○会長（佐日出夫君） 只今から第３１回標茶町農業委員会総会を開会致します。 

只今の出席委員は１４名、欠席２名であります。 

よって、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定による定足数に達しておりますので、

本総会は成立致しました。 

                                 （午前１０時０７分開会） 

 

◎開会の宣告 

○会長（佐日出夫君） 直ちに会議を開きます。 

  

     ◎会議録署名委員の指名 

○会長（佐日出夫君） 日程第１。会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、会議規則第８２条の規定により、 

      １１番・佐藤德市君  １２番・澁谷君  

を指名致します。 

 

◎会期の決定について 

○会長（佐日出夫君） 日程第２。会期決定を議題と致します。 

 第３１回標茶町農業委員会総会の会期は本日１日限りと致したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、本総会の会期は本日１日と決定致しました。 

 

◎会務報告 

○会長（佐日出夫君） 日程第３。会務報告を行います。 

 会務報告は印刷配布のとおりであります。 

 

◎報告第８８号 

○会長（佐日出夫君） 日程第４。報告第９１号、農用地の賃貸借に係る合意解約について、内

容２件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

 番号１から番号２まで内容２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号２まで内容２件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係若松君。 

○振興係（若松 務君） はい。 
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 報告第９１号についてご説明させていただきます。 

農用地の賃貸借に係る合意解約について、農地法第１８条第６項の規定による合意解約の通知が

あったので報告するものであります。 

合意解約の通知があった土地の表示、別紙のとおり２件であります。 

番号１。 

 賃貸人、●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の表示、字栄１８４－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４０，１４７㎡外１２筆、合計の面積は２７８，２３８㎡。 

 設定内容は、賃貸借。 

 契約年月日は、平成２５年９月２日。 

 契約期間は、平成２５年９月２日から平成３０年９月１日まで。 

 賃貸借の解約が合意された年月日は、平成２８年９月２３日であります。 

 番号２。 

 賃貸人、●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の表示、字栄１８４－２の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積は、２０，２５６㎡。 

 設定内容は、賃貸借。 

 契約年月日は、平成２５年９月２日。 

 契約期間は、平成２５年９月２日から平成３０年９月１日まで。 

 賃貸借の解約が合意された年月日は、平成２８年９月２３日であります。 

以上です。 

○会長（佐日出夫君）以上をもって、番号１から番号２まで内容２件について事務局の説明を終

わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君）ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

以上をもって報告第９１号内容２件は報告のとおり承認されました。 

 

 ◎報告第９２号 

○会長（佐日出夫君） 日程第５。報告第９２号、農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあ

っせん委員の指名について、内容２件を議題と致します。 

 お諮り致します。 
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 番号１から番号２まで内容２件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号２まで内容２件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 報告第９２号について説明させていただきます。 

農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあっせん委員の指名について、農用地利用関係調整・

あっせん申出に係るあっせん委員を次のとおり指名したので報告するものであります。 

指名したあっせん委員については、別紙のとおり２件となっております。 

番号１。 

あっせん申出者、●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

申出面積、４８．１ｈａ。 

指名年月日、平成２８年９月３０日。 

申出の種類、売買。 

指名あっせん委員、甲斐委員、佐藤肇委員、大泉委員、嶋中委員。 

番号２。 

あっせん申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

申出面積、６２．２ｈａ。 

指名年月日、平成２８年１０月４日。 

申出の種類、売買。 

指名あっせん委員、橘委員、甲斐委員、武藤委員、佐藤德市委員。 

以上となっております。 

○会長（佐日出夫君）以上をもって、番号１から番号２について内容２件について、事務局の説

明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君）ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

以上をもって報告第９２号、内容２件は報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第９３号 

○会長（佐日出夫君） 日程第６。報告第９３号、農用地譲渡申出に係るあっせん結果について、

内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 
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 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

報告第９３号について説明させていただきます。 

農用地譲渡申出に係るあっせん結果について、次のとおり報告するものであります。 

 別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 あっせん譲渡申出者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 あっせん委員長、阿部委員。 

 あっせん委員、笛木委員、澁谷委員、山本委員、鈴木委員。 

 報告年月日、平成２８年５月６日。 

 譲受人、地番、価格等については下記のとおりとなっております。 

 土地の所在、字虹別原野３６３－７。 

 現況地目、畑。 

面積、４９，５８７㎡。 

価格、３，４７２，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

 番号１については、あっせん委員長である阿部委員より、結果の報告をお願い致します。 

○会長（佐日出夫君） ５番・阿部君。 

○５番（阿部康德君） ５番・阿部です。 

 報告第９３号番号１について報告致します。 

４月１９日に●●さんよりあっせんの申出があり、１回目４月２０日に笛木委員、澁谷委員、鈴

木委員、私と事務局より村山局長、湊谷主事で現地調査を行い、価格を決定し、あっせん委員長に

互選された私より、●●さんに価格を提示したところ、承諾を得ましたので、２回目５月６日に虹

別酪農センターにおいて、第２回あっせん委員会を開催し、譲受希望者を調整したところ、●●さ

んに決定致しました。 

内容については、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びににあっせんにあたら

れました、５番・阿部君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第９３号、内容１件は報告のとおり承認されました。 

 

◎議案第１４３号 

○会長（佐日出夫君） 日程第７。議案第１４３号、現況証明願いについて、内容１件を議題と
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致します。 

 番号１を議題といたします。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第１４３号について説明させていただきます。 

 現況証明願について、北海道農地法関係事務処理要領に基づき願出のあった、下記の土地の現況

証明願について議決を求めるものであります。 

 別紙のとおり１件であります。 

 番号１。 

 土地の所在、字栄１７０－９。 

 登記簿地目、畑。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、１，１６５㎡。 

 農地区分は、一般民有地。 

 利用状況は、宅地。 

 所有者名は、●● ●さん。 

申請者名は、●●●●●●● ●●●●●さん。 

 調査委員は、甲斐委員、大泉委員、佐藤肇委員、嶋中委員。 

 調査年月日は、平成２８年１０月１８日であります。 

 なお、調査結果につきましては甲斐委員より報告願います。 

○会長（佐日出夫君） ３番・甲斐君。 

○３番（甲斐やす子君） ３番・甲斐です。 

 議案第１４３号、番号１について報告致します。 

 １０月１１日に調査依頼がありまして、１０月１８日に調査してまいりました。 

 調査委員につきましては、大泉委員、佐藤肇委員、嶋中委員、私と事務局からは村山局長、若松

係長、湊谷主事と申請者の●● ●さんの案内で現地調査を行いました。 

 現地の状況は、配布資料の１ページから３ページをご覧下さい。 

 この土地は、現地調査をした結果、農地採草放牧地以外であることを証明します。 

 詳細につきましては、ただいま事務局の説明のとおりでございます。 

 以上報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明並びに、現地調査にあたられ

ました、３番・甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって議案第１４３号内容１件は原案可決されました。 
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 ◎議案第１４４号 

○会長（佐日出夫君） 日程第８。議案第１４４号、農業振興地域整備計画の変更について、内

容２件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 議案第１４４号について説明させていただきます。 

 農業振興地域整備計画の変更について、農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２に

基づき、標茶町長より意見を求められた下記の件について、意見を求めるものであります。 

 意見を求められた土地の表示につきましては、別紙のとおり２件となっております。 

 番号１。 

 区分、編入。 

 地番、字上多和４７番地６。 

 現況地目、畑。 

 面積、１４，８８４㎡の内７，０５５．３０㎡。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地所有者、●● ●さん。 

 事業の必要性、緊急性、当該地は農振整備計画から除外されていたが、周辺農用地への集団化を

図ることで土地の有効利用にも結びつき、安定した農業経営が確立されるため適地として選定する

ものであります。 

 土地選定の理由、当該地は農振整備計画から除外されていたが、周辺農用地への集団化を図るこ

とで土地の有効利用にも結びつき、安定した農業経営が確立されるため適地として選定するもので

あります。 

 番号１につきましては、調査委員であります大泉委員に調査の結果について報告願います。 

○会長（佐日出夫君） １０番・大泉君。 

○１０番（大泉 義明君） １０番・大泉。 

 議案第１４４号、番号１について報告致します。 

 ４月１５日に事務局より調査の依頼があり、４月２１日に佐藤肇委員、甲斐委員、嶋中委員と私、

事務局より村山局長と湊谷主事で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料４ページから７ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、上多和で農地を所有する●● ●さんが、農振農用地区域外の農地を、農地にする

ことを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたものであります。 

今回の調査の結果、登記地目は畑、現況についても採草放牧地で隣接する農地と一体的に使用する

ことにより効率的に作業できると思われます。 

また周辺農地へ及ぼす被害等の影響は認められず、今回の編入については問題ないと認めます。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１０番・大泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 
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（｢あり｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） ８番・佐藤です。 

 ちょっと一点だけ確認したかったのですけれども、これ昨年あっせんに出た案件だと思うのです

が、その時点でこの部分だけが農振から外れていたという事なんですか。 

 それとも、この部分はあっせんにかかってない案件だったでしょうか。 

 確認したいんですけれども。 

○会長（佐日出夫君） 事務局長・村山君。 

○事務局長（村山裕次君） お答えします。 

 この土地はですね、隣地の部分については、農振の見直しの時にですね、農振から除外されてい

た土地なんですが、あっせんによって公社案件になったものですから、農地保有合理化事業にのる

ためには、農振の区域に入ってなければ公社の方で買い入れてくれないという事で、再度編入をさ

せていただく案件です。 

○会長（佐日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） この４７－６の部分だけが農振から除外されていた、なにか理由があった

のでしょうか。 

○会長（佐日出夫君） 事務局長・村山君。 

○事務局長（村山裕次君） さきほども言ったのですが、現地は一応山林のようをていしてるとい

うことで、農振から除外されていた案件です。 

○会長（佐日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） これあの、所有者が申請しなければ外れませんよね普通。 

 農振から。 

○会長（佐日出夫君） 事務局長・村山君。 

○事務局長（村山裕次君） 農振から外れる、本人からの申請じゃなくても、山林とかについては

農振から外れてる案件も中にはございます。 

○会長（佐日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） 草地含まれてる訳でしょ。 

山林もあるけれど。 

○会長（佐日出夫君） 事務局長・村山君。 

○事務局長（村山裕次君） 草地の部分は編入されています、最初から。 

 山林の部分については除外されてたということですね。 

○会長（佐日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） 公社買いの場合ね、山林については該当にならないんではないんですか。 

 農地以外は。 

 要するに公社買いの申請しても、山林については買わないと聞いているんで、この手続きが本当

に必要なのかが疑問なんです。 

○会長（佐日出夫君） 事務局長・村山君。 

○事務局長（村山裕次君） 今おっしゃられた通り、公社の方では山林は買わないということなん

ですが、この土地は１筆な土地なもんですから、もしこれを公社で買ってもらうとしたら、草地の

部分と山林の部分を分筆登記しないと畑の部分だけは買い入れできませんよ、ということなんで、

今までもそうなんですけれども、分筆までして登記というのはやっていませんので、１筆の土地を

買い上げてもらうのに山林の部分、農振農用地区域から除外されてる部分については、再度農地に
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編入していただいて、１筆まるまる公社に買っていただくということです。 

○会長（佐日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） 了解しました。 

他にご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

 続いて番号２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号２。 

 区分、除外。 

 地番、字虹別原野３９１番地８。 

 現況地目、雑種地。 

 面積、２６，２５２㎡の内２５㎡。 

 事業計画の名称、携帯電話基地局の設置。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

●●●さん。 

 事業開始、着手済。 

 事業の規模等、コンクリート柱等一式。 

 土地所有者、●● ●さん。 

 事業の必要性、緊急性、電気通信基地局設備を設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は地理的に電波の伝搬に最適であり、周辺には農用地等以外の代替地も

無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定するもであります。 

 番号２につきまして大泉委員に調査の結果について報告をお願います。 

○会長（佐日出夫君） １０番・大泉君。 

○１０番（大泉 義明君） １０番・大泉。 

 議案第１４４号、番号２について報告致します。 

 ６月３０日に事務局より調査の依頼があり、７月２１日に笛木委員、鈴木委員と私、事務局より

村山局長、湊谷主事で、現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の８ページから１０ページをご覧ください。 

 この案件は、●●●の●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●が虹別在住の●●●さ

んの所有地に、電気通信基地局設備を設置するために、農振農用地区域内の農地を農地以外にする

ことを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたものであります。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しております。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しております。 
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 除外面積につきましては、電気通信基地局建設としては妥当な面積と判断いたします。 

 周辺には、農地等以外の代替地もなく、周辺農地へ等の影響もないことから、この除外について

はやむを得ないと判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１０番・大泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１４４号、内容２件は原案可決されました。 

 

◎議案第１４５号 

○会長（佐日出夫君） 日程第９。議案第１４５号、農地法第３条の規定による許可申請につい

て内容３件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第１４５号について説明させていただきます。 

 農地法第３条の規定による許可申請について、農地法第３条の規定による農地等の権利移転（設

定）の許可申請があった下記の件について、議決を求めるものであります。 

 許可を受けようとする土地の表示については、別紙のとおり３件となっております。 

番号１。 

 貸付人、●●●●●●●●●●●●●●●、●  ●さん。 

 借受人、●●●●●●●●●●●●●●●、● ●●さん。 

 土地の所在、字西熊牛原野９－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２０，１６４㎡外２０筆、合計の面積は６２７，８２５㎡となっております。 

契約の種類、使用貸借（許可日から３０年）。 

 権利移転（設定）の理由、貸付人が経営移譲をするため、借受人が経営を引き継ぐためとなって

おります。 

 世帯員又は構成員については、両者とも３名となっております。 

 畑につきましては、貸付人が６２７，８２５㎡、借受人が１９９，７２５㎡となっております。 

 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 番号１につきましては、調査委員を嶋中委員に依頼しておりますので、報告をお願いしたいと思

います。 
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○会長（佐瀨日出夫君） １４番・嶋中君。 

○１４番（嶋中 勝君） １４番・嶋中。 

議案第１４５号、番号１について報告致します。 

１０月１２日付けで調査依頼があり、１０月１６日に調査してまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認致しました。 

貸主の● ●さんは、長男の●●さんに土地を使用貸借し、農業者年金を受給するため今回の申

請となりました。 

権利を設定する息子さんの世帯員、所有地及び土地の状況は記載のとおり確認しました。 

家族間での貸借ですので、息子さんが土地を取得後、この農地すべての耕作を行い、農作業に常

時従事し効率的に利用することは見込めると判断します。 

息子さんの耕作する面積は約８２ｈａとなりますので、下限面積要件は満たしております。 

今回の申請は、父親の所有地をそのまま引き継ぐのでこれまで同様、周辺農地への影響は少なく

効率的に利用されると認められます。 

これら調査の結果から、農地法第３条第２項の各要件を満たしており、許可については妥当と判

断致します。 

以上報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１４番・嶋中君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１は原案可決されました。 

続いて番号２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

番号２。 

 貸付人、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 借受人、●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地の所在、字西熊牛原野西５線１０３。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７，００１㎡外２２筆、合計の面積が８４１，５１６㎡となっております。 

契約の種類、使用貸借（許可日から２０年）。 

 権利移転（設定）の理由、貸付人が長男に経営移譲をするため、借受人が経営移譲を受け営農を

引き継ぐためとなっております。 

世帯員、構成員については、３名となっております。 

 畑につきましては、貸付人が８４１，５１６㎡となっております。 
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 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 番号２につきましては、調査を嶋中委員に依頼しておりますので、報告をお願いしたいと思いま

す。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・嶋中君。 

○１４番（嶋中 勝君） １４番・嶋中。 

議案第１４５号、番号２について報告致します。 

１０月１２日付けで調査依頼があり、１０月１６日に調査してまいりました。 

貸主の●●●●さんは、農業者年金を受給し、後継者の長男に土地を使用貸借により経営を譲渡

するため今回の申請となりました。 

権利を設定する息子さんの世帯員、所有地及び土地の状況は記載のとおり確認しました。 

家族間での経営移譲ですので、息子さんが申請地を取得後、この農地においてすべて耕作を行い、

農作業に常時従事し効率的に利用すると見込めると判断します。 

息子さんの耕作する農地面積は約８４ｈａとなりますので、下限面積要件は満たしております。 

今回の申請地は、父親の所有地をそのまま引き継ぐのでこれまで同様、周辺農地への影響はなく

効率的に利用されると認められます。 

これらの調査の結果から、農地法第３条第２項の各要件を満たしておりますので、許可について

は妥当と判断致します。 

以上報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１４番・嶋中君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２は原案可決されました。 

続いて番号３を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

番号３。 

 貸付人、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 借受人、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字西標茶１２－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６０，４８４㎡外５３筆、合計の面積が８３０，２９６㎡。 

契約の種類、使用貸借（許可日から２０年）。 

 権利移転（設定）の理由、貸付人が次男に経営移譲をするため、借受人が経営移譲を受け営農を

引き継ぐため。 
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世帯員又は構成員については、３名。 

 畑につきましては、貸付人が８３０，２９６㎡となっております。 

 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 番号３につきましては、調査委員を熊谷委員に依頼しておりますので、報告をお願いしたいと思

います。 

○会長（佐瀨日出夫君） ２番・熊谷君。 

○２番（熊谷英二君） ２番・熊谷。 

議案第１４５号、番号３について報告致します。 

１０月１２日付けで調査依頼がありまして、１０月１７日に調査してまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認致しました。 

貸主の●●●●さんは、農業者年金を受給し、後継者であります息子さんの●●さんに使用貸借

により経営を譲渡するため今回の申請となりました。 

権利を設定する●●さんの世帯員、所有地及び経営地の状況は記載のとおり確認しました。 

家族間での経営移譲でありますので、●●さんが申請地を取得後、この農地すべてについて耕作

を行い、農作業に常時従事し効率的に利用することが見込めると判断します。 

●●さんの耕作する農地面積は約８３ｈａとなりますので、下限面積要件は満たしております。 

今回の申請地は、父親から所有地をそのまま引き継ぐのでこれまで同様に、周辺農地への影響は

なく効率的に利用されると認められます。 

これらの調査の結果から、農地法第３条第２項の各要件を満たしておりますので、許可について

は妥当と判断致します。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐日出夫君） 以上をもって番号３について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました２番・熊谷君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３は原案可決されました。 

 以上をもって議案第１４５号、内容３件は原案可決されました。 

 

      ◎議案第１４６号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１０。議案第１４６号、農用地利用集積計画の作成の要請につい

て、内容９件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

 番号１から番号２まで内容２件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 
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 よって、番号１から番号２まで内容２件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第１４６号について説明させていただきます。 

農用地利用集積計画の作成の要請について、下記の農用地利用集積計画は、農業経営基盤強化促

進法第１５条第４項の規定により、利用権設定等促進事業の実施が必要と認められるので、標茶町

長に農用地利用集積計画の作成を要請することについて議決を求めるものであります。 

 作成を要請する農用地利用集積計画、別紙のとおり９件であります。 

 番号１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●

●● ●●● ●● ●さん。 

 土地の所在、字栄１９３－５。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２９，７４５㎡外９筆、合計の面積は２３９，５４６．３５㎡です。 

 利用権設定等の種類は、所有権の移転。 

 利用権設定等の内容は、普通畑及び採放地。 

 成立する法律関係は、売買。 

 所有権移転の時期は、平成２８年１０月２６日。 

 対価の支払期限は、平成２８年１１月１８日。 

 土地の引渡時期は、対価の支払日。 

価格は、５，３３３，０００円。 

 支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

 番号２。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野３６３－７。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４９，５８７㎡。 

 利用権設定等の種類は、所有権の移転。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係、売買。 

 所有権移転の時期は、平成２８年１０月２６日。 

 対価の支払期限は、平成２８年１１月３０日。 

 土地の引渡時期は、対価の支払日。 

 価格については、３，４７２，０００円。 

 支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号１、番号２つきましては、あっせんの案件であるため改めての現地調査は行っており

ません。 

以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１から番号２まで内容２件について事務局の説明を終
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わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号２まで内容２件については原案可決されました。 

 続いて番号３を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 番号３について説明させていただきます。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字西熊牛原野５－１。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、６１，２４１㎡外５筆、合計の面積は１１７，５５９㎡です。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑及び採放地。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２８年１０月２６日から平成３８年１０月２５日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２８年１０月２６日。 

金額は、年間２６０，０００円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお番号３につきましては、嶋中委員に現地調査を依頼しておりますので、調査結果について報

告願います。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・嶋中君。 

○１４番（嶋中 勝君） １４番・嶋中。 

 議案第１４６号、番号３について報告致します。 

 １０月１１日付けで調査依頼があり、１０月１７日に調査してまいりました。 

 利用権設定等の農地については、継続であり記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●さんは、相手方要望のため農地を賃貸するものです。 

 借主の●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保ということです。 

 この賃貸契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用し耕

作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断致しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

 以上報告終わります。 
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○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号３について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１４番・嶋中君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました。 

 お諮り致します。 

 番号４から番号７まで内容４件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４から番号７まで内容４件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 番号４についてご説明させていただきます。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●● ●●●●● ●

●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●●●

● ●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字塘路３２１－２の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、１４７，８０３㎡外２筆、合計の面積が２３５，１９８㎡です。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２８年１１月１日から平成３８年１０月３１日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２８年１１月１日。 

金額は、年間７０５，０００円。 

支払方法は、毎月１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号５から番号７まで、利用権の設定等をする者、利用権設定等の種類、利用権設定等の

内容、成立する法律関係、利用権の期間、支払方法が番号４と同じでありますので説明を省略させ

ていただきます。 

番号５。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●● ●●●●● ●

●●●さん。 
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 土地の所在、字塘路３１９－１１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、１２，０３７㎡外２筆、合計の面積は１３１，０９９㎡。 

 金額は、年間３９３，０００円。 

番号６。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字阿歴内２６－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に、畑。 

 面積、１６２，９２６㎡。 

 金額は、年間４８８，０００円。 

番号７。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●● ●●

●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字阿歴内３５４－１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、１７７，２３４㎡外２筆、合計の面積は２１５，７５５㎡。 

 金額は、年間６４７，０００円となっております。 

 なお番号４から番号７につきましては、橘委員、甲斐委員に現地調査を依頼しております。 

橘委員より調査結果について報告願います。 

○会長（佐瀨日出夫君） １番・橘君。 

○１番（橘 澄子君） １番・橘です。 

 議案第１４６号番号４、５、６、７について報告致します。 

 １０月１１日付けで事務局より調査依頼がありまして、１０月１４日に現地調査を行ってまいり

ました。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸借契約であり、記載のとおりと確認しております。 

 貸主の●●●●●● ●●●●●●●●●さんは、相手方の希望により農地を貸付するものです。 

 借主の●●●● ●●●●● ●●●●● ●●●●さん、●●●● ●●●●●●● ●●●

●● ●●●●さん、●●●●さん、●●●● ●●● ●●●●● ●●●●さんは、農地を借

受け粗飼料の確保を図るということでした。 

 この貸借契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用して

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断致しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

 以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号４から番号７まで内容４件について事務局の説明、並

びに現地調査にあたられました１番・橘君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 
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 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４から番号７まで内容４件については原案可決されました。 

 続いて番号８を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号８について説明させていただきます。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●● ●●

●●● ●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字阿歴内原野北３線１８７－１。 

 地目、登記簿、原野。 

現況、畑。 

 面積、４４，４９６㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２８年１０月２６日から平成３８年１０月２５日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２８年１０月２６日。 

金額は、年間１３３，４００円。 

支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお番号８につきましては、橘委員、甲斐委員に現地調査を依頼しております。 

橘委員より調査結果について報告願います。 

○会長（佐瀨日出夫君） １番・橘君。 

○１番（橘 澄子君） １番・橘です。 

 議案第１４６号、番号８について報告致します。 

 １０月１１日付けで事務局より調査依頼がありまして、１０月１４日に調査してまいりました。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸借契約であり、記載のとおりと確認しております。 

 貸主の●●●●さんは、相手方の希望により農地を貸付するものです。 

 借主の●●●● ●●● ●●●●● ●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保図るという

ことでした。 

 この貸借契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用して

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断致しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

 以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号８について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１番・橘君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 
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 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号８については原案可決されました。 

続いて番号９を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○会長（佐日出夫君） 休憩致します。 

                 休憩 午前１０時５６分 

                 再開 午前１０時５８分 

 

○会長（佐日出夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号９について説明させていただきます。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●

●●● ●●● ●● ●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在は、字標茶６８４－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に、畑。 

 面積は、３，５４７㎡外２筆、合計の面積は１０４，７１９㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２８年１０月２６日から平成３８年１０月２５日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２８年１０月２６日。 

金額は、年間３１９，０００円。 

支払方法は、毎年１２月２０日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお番号９につきましては、農地中間管理事業の案件のため、改めての現地調査は行っておりま

せん。 

 以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号９について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 



20 

 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号９については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１４６号、内容９件は原案可決されました 

 

       ◎閉議の宣告 

○会長（佐日出夫君） これをもちまして、第３１回標茶町農業委員会総会に付議されました案

件の審議は、全部終了致しました。 

 

◎閉会の宣告 

○会長（佐日出夫君） 第３１回標茶町農業委員会総会を閉会致します。 

 どうもご苦労さまでした。 

 

（午前１１時００分閉会） 


